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1．接尾形A1 人称代名講独立形は省略可 一語のみ；二語の時接尾形A1を反復 abs，st．
H，exレ接尾形B 聖1 一語又は一語以上
abs．st．































abs．s£． CS七．st det．st． abs．st Cst．st。 det．S乞．














































































Pea蓋（＝U王） £師ee1（珊CAIpass．） Pae蓋（＝・UBi） E出pa竃1（＝瓢CA冠pass．〉 Apわe1（繍U慧2）
未完了搬磁P£． qa－9議宅el－A2 q距meg婦一A2 耀o－mもarrex－A2 qa－m緬m騰aズーA2 qa魂勘hreβ一A2
完了櫨Perf．
ge宅a1－X　　e
egちeレX barrex門X eka醗mar＿X ahreβ一X
命令形lmPt． ga～ol
egtel　　　・ barrex ek蚕塒膿ar ahreβ
能動分詞a．P． 9薮些el 魏e襲e／a｝ （a）馴鷹barrex （o）m蓋蹴撮ar 盈ahreβ
受動分詞P．P． ge～el～ga誓r韮 （e＞短barrax
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MWA 後其晒アラム語（GA＞ 後期東アラム語（CS） 公用アラム語／聖書アラム語
｛1陳完了形3人称接頭辞　　　　　　　　　　　　’
y－（接続法） y一 n一 y－（／1－）
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現　在 6b ayba 乙6b きfba n6b 籍fba aybln ayban 乙fb沁 ？ nτbln ？
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完了相 未完了相 進行網 結果相 接続法 命令法
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完了相 未完了・進行掘 結果期 接続法 命令法 不定講 P・P・ 意　味
Peal izb躁く宗zban z6beg lzben／bahhec ylzbun lzbun／zbδn zb6na izbe湾 toわuy
Pael zappen mzappen zappen yzappen zappen ZUPPδna 照zapp鵡 to　seU
Aphel a猛e【ne m雌em 鋤彗em ya春碁e鵬 a樋e拠
田uh§6m託a　　　　愚
to　ta疑e　s疑pper
GAの対応形式 完了形 a・P・ P．P．／動詞形容詞 未完了形 命令法 n．ac． P・P・
動詞派生型組織
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Pealの結果相izben〈豊鋤1n（P．P．），　bahheE〈＊bahhi敬動詞形容詞）の影響で，　PaelとAphelの
結果相が新たに生まれた：zappen〈＊zappin，　a》9em＜㌔陣繍。他のアラム語に類例のないこの形
式は，結果相が独立したカテゴリーであることを示す有力な証拠である。不定詞は完全に二次的で
ある。Peaiは他の現代アラム語と岡様にn・ac・のqlaia・PaelはMCAと同様にn・ac・の
q嚇覆laに由来する。AphelのみGA　i　CPAの不定詞のm一を保持するが，母音はPaelに影響され
ているし，GAのように女性語尾・6a〈匙taを持つ。
　アラビア語の派生型が多く借用されていることは注目すべきであるが，アラム語の音韻変化と活
用形式を採ることにより，完全にアラム語化している。借用された派生型は，R型1Pael，　N型：
Aphelはもちろんのこと，緩型を除くすべてを含んでいる。
　尚，p．p．は頻度も低く，Aphelには存在しない。一一SCに受身表現が少ないこと，アラビア語派
生型W（再帰・受身）（i）n－qa婁alがアラム語語根にも用いられることなどによる：in－zban‘khas
been　bough亀’。ただしPealの結果相において，論理的目的語が文法的主語と認識されて，受身表
現を作るが，これは受身欄とでも奮うべき結果欄の下位変種である：mOφ一i壌¢bφb－6w－warqta
‘what　is　writen　in　the　letter？’。
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